
六
十
四
歳
｡

玉
造
､
紋
十
郎
の
他
に
は
先
に
青
田
辰
五
郎
､
居
並
の
お
山
つ
か
ひ
の
大
立
者
あ
-
､
敵
に
些

両

目
玉
造
､

三
代
目
玉
造
､
青
田
多
為
政
華

群
を
抜
い
て
光
っ
て
ゐ
た
｡
こ
れ
等
の
人
達
は
或
は
こ
れ
が
最
後
の
名
人
で

あ
る
か
も
知
れ
を
い
｡

蘇
-
手
の
代
表
的
五
名
匠

播
津

'
禰

'
津
､
大
隅
'
越
路

明
治
時
代
を
通
じ
て
咲
き
匂
う
た
五
各
人
を
花
に
晦
へ
て
見
る
と
､
繍
津
は
模
､
禰
太
夫
は
梅
､
韓
太
夫
は

菊
､
大
隅
が
桃
､
越
路
が
紅
葉
と
云
ふ
と
こ
ろ
で
あ
ら
-
0

播

津

大

橡

人
を
つ
こ
い
愛
解
の
あ
る
童
顔
､
長
い
眉
､
濡
れ
た
眼
､
そ
れ
に
天
嚢
の
品
位
あ
る
美
雪
が
有
高
の
強
敵
を
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撃
ち
破
っ
た
唯

1
の
武
希
.

明
治
十
六
年
文
紫
座
櫓
下
と
在
り
､
三
十
五
年
九
月
捧
津
大
嫁
の
境
を
小
松
宮
殿
下
よ
り
賜
り
､
璽

二
十
六

年
五
月
改
名
披
露
､
大
正
二
年
四
月
引
退
､
此
間
賓
に
三
十
年
間
文
楽
座
の
牛
耳
を
執
る
｡

大
正
六
年
十
月
及
､
八
十
二
歳
の
長
寿
を
保
ち
､
晩
年
は
須
磨
の
別
荘
に
風
月
花
情
の
悠
々
生
括
を
柴
ん
だ

276

凍 大 津 耗

無二の幸運兄｡天保七年三月順慶町の書家塗

物問屋に生る｡養家は大工職(釣鐘町に走り)｡初め三味線弾き後に太夫と覆り江戸にて修行､天束の美雪愈香々曲的に在り､大阪に蹄束｡文楽座出動(産廃元年)､明治三年早くも切場を語る､昇進頗る早し

(三
十
五
歳
)
.

天
避
此
人
に
幸
ひ
し
′て
､
明
治
初
年
以
来
大
家
績
み
死
後
す
る
｡
十
年
に
春
太
夫
死
し
､

十

1
年
強
敵
盲
敏

横
死

､
山
四
郎

(山
城
大
操
の
こ
と
)
死
､
十
六
年
六
代
納
太
夫
及
､
住
太
夫
引
退
､
十
七

年
末
束
の
素
敵
八

代
染
太
夫
死
､

圏
平
引
退
､
十
九
年
五
代
禰
太
夫
退
座
｡
遂
に
呂
､･津
､
時
等
あ
る
も
敵
に
あ



人
天
下
と
在
る
｡
文
字
､
簡
乱
､
踏
､
七
五
三
等
皆
其
門
下
在
り
｡

十
八
番
物
は

『
先
代
御
殿
』

『
中
婦
姫
』

『
酒
屋
』

ヨ
新

口
村
』

『
七
ツ
目
お
か
る
』

『
朝
顔
宿
屋
』
『

十

種
香
』

『
妹
青
山
竹
雀
』
晩
年
聾
潤
禰
衰
へ
た
-
と
錐
も
､
情
を
語
る
に
傾
き
て
艶
消
し
の
美
膏
と
覆
る
｡

人
格
固
蒲
温
厚
､
よ
-
門
下
を
愛
し
､
敢
交
は
妻
女
に
よ
っ
て
上
流
に
成
功
､
多
-
の
フ
ア
ン
を
獲
碑
し
､

鶏

人
気
沸
騰
前
後
此
覆
し
｡

五
代

滞
太

夫

太

名
人
長
門
太
夫
の
秘
蘇
弟
子
｡
初
め
長
子
太
夫
､

長

束

門
の
息
子
と
間
違
は
れ
た
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
､
可
愛

が

ら
れ
た

｡

大
阪
幸
町
に
生
れ
後
に
北
堀
江
に
永
住
､
六
七
歳

頃

よ
り
稽
古
を
始
め
､
十
歳
頃
よ
-
子
供
浄
瑠
璃
や
首
振
り
芝
居
の
座
長
と
し
て
諸
国
を
過
る
｡
明
治
四
年
文
楽

●

座
へ
出
勤
､
十
九
年
退
座
し
､
二
十
七
年
彦
六
座
の
後
身
桁
荷
座
再
興
に
つ
い
て
柿
下
と
し
て
勧
め
､
三
十

二

年
仝
-
引
退
｡
後
進
の
教
育
､
新
作
､
新
作
曲
に
没
東
し
た
｡
現
在
に
至
る
文
襲
庫
叉
は
近
松
座
系
の
太
夫
三
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味
線
の
東
銀
殆
ど
皆
禰
太
夫
の
教

へ
を
受
Y
､
俗
に
堀
江
の
大
師
匠
と
稗
ふ
｡
三
十
九
年
十
月
及
(
七
十
歳
)0

中
年
か
ら
悪
馨
と
を
-
､
准
っ
て
役
々
の
性
格
を
語
-
分
け
､
人
情
を
語
-
活
か
す
こ
と
に
熱
中
し
､
世
話

浄
瑠
璃
を
葺
と
し
時
代
物
に
も
別
様
の
亀
辛
味
を
出
す
｡
酸
味
､
寂
び
､
哀
愁
､
悲
痛
､
そ
し
て
酒
落
､
軽
快

の
垂
風
｡
得
意
物
は
『
大
安
寺
』

『
道
明
寺
』

『忠
四
』

『
橋
本
』
『

ふ
染
久
松
飯
椀
』

『背
崖
』

『
吃
又
』

『
八
百
屋
』

『
鎌
腹
』

『
沼
津
』

『
岩
井
風
呂
』

『
赤
塩
』

『
逆
井
村
』

『
四
ッ
谷
』
等
｡

温
厚
篤
賓
､
謙
譲
無
欲
､
平
民
主
義

(瓶
棒
大
嫁
の
貴
族
的
な
の
に
此
し
)
､
嘘
を
云
は
ぬ
人
｡
文
オ
あ
り
､

新
作
あ
る
こ
と
別
蓮
の
如
し
｡

名
人
開
平
の
評
に
､
掻
津
を
八
重
榛
の
濃
艶
､
滴
太
夫
を
山
稜
の
清
楚
に
馨
へ
､
二
者
共
に
文
楽
の
座
賛
で

あ
る
と
｡
永
く
困
講
禽
長
と
し
て
､
斯
界
雑
多
の
事
件
を
善
虚
し
､
園
満
公
平
の
解
決
を
見
て
骨
心
服
す
C

十

1
歳
か
ら
七
十
歳
の
死
の
直
前
ま
で
､
六
十
年
間
の
日
記
が
遣

っ
て
ゐ
る
､
丹
念
に
浄
瑠
璃
､
劇
､
社
食
､

風
俗
の
資
料
を
ど
綴

っ
て
ゐ
る
｡

三
代

津
太
夫

(後
七
代
綱
太
夫
)

京
都
鳥
丸
高
辻
の
書
家
鳥
松

(小
鳥
屋
)
に
生
る
｡
十
八
歳
よ
-
修
行
､
明
治
九
年
十
月
文
楽
座
に
入
る
｡
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撮
津
の
艶
物
に
比
し
､
味
の
深
い
世
話
語
-
と
し
て
名
物
と
覆
る
｡
得
意
物
は
､
F

清
浄
』

『
湊
町
』

『
忠
臣

蔵
四
段
目
』

『
質
店
』

『
酒
屋
』

『
兵
助
』

『
鰻
谷
』

『
堀
川
』

『
橋
本
』
.
殊
に
明
治
初
年
下
阪
の
際
､
ア

テ
節
の
多
い

『
日
曹
九
三
段
目
』
を
自
暴
気
味
に
語
-
散
ら
し
て
､
而

か
も
勝
れ
た
特
長
を
出
し
て
こ
れ
を
流

行
さ
せ
た
､

『
換
町
』
夜
ど
と
共
に
す
た
-
物
を
復
活
さ
せ
た
功
績
や
大
｡

温
膳
で
上
品
､
そ
れ
で
親
逸
夜
楽
天
家
｡
滑
稽
奇
オ

に
富
ん
で
愛
鰭

が
あ
っ
た
｡
十
八
番
の
日
書
丸
で

『
ほ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

津

と
け
棟
ま
で
無
理
い
う
て
』
を
'
か
み
ゆ
う
て

､
と
や

太

っ
て
大
笑
ひ
を
買
つ
た
の
も
､
平
気
で
語
-
終
っ
た
春

夫

気
yJ､
楽
屋
中
で
は
締
名
を

『
お
公



今
度

『
源
助
』
と
い
ふ
流
行
言
葉
の
出
来
た
と
き
､
ふ
公
卿
様
の
本
名
が
楼
井
源
助
だ
か
ら
､
す
ぐ
に
辞
太
夫

を
呼
ぶ
の
に
､

『
源
助
さ
ん
源
助
さ
ん
L
と
態
と
仰
山
ら
し
-
云
ふ
の
で
､
過
が
の
か
公
卿
さ
ん
も

)̂
れ
に
は

詫
び
を
入
れ
た
｡
さ
て
も
こ
の
頃
の
文
楽
の
長
閑
を
こ
と
｡

大
正
元
年
七
月
廿
三
日
､
七
十
四
歳
で
毅
を
O

三
代

大
隅
太
夫

大
阪
順
慶
町
木
嶋
屋
と
呼
ぶ
鍛
冶
職
に
生
る
｡

八
九
歳
の
頃
よ
-
稽
古
､
明
治
五
年
太
夫
と
覆
り
主
と
し
て
彦
六
座
系
の
芝
居

へ
出
勤
､
後
ち
文
楽
座
に
入

る
｡
常
に
誠
梁
の
位
置
に
あ
-
｡
文
楽
の
掻
津
､
越
路
等
と
封
立
し
て
斯
界
の
覇
を
耕
す
｡

大
正
二
年
七
月
三
十

一
日
豊
潜
.に
て
客
死
す

(六
十
歳
)
0

若
年
の
頃
､
好
男
子
が
果
し
て
女
色
の
篤
め
病
を
禅
､
瀕
死
の
重
髄
と
夜
つ
た
が
､
快
復
後
顔
の
醜
化
し
た

の
が
却
っ
て
券
智
の
動
機
と
覆
っ
て
､
遂
に
名
人
の
域
に
遷
す
｡
中
年
後
の
修
業
の
猛
烈
さ
､
ち
ょ
っ
と
類
が

あ
る
ま
い
｡

I上
品
で
温
柔
を
明
治
時
代
の
名
人
の
中
に
あ
っ
て
､

)̂
れ
は
ま
た
奔
放
不
帝
を
慧
星
的

1
人
物
｡
本
束
淡
泊

BiKl



単
純
を
性
質
で
あ
る
に
我
執
が
強
-
､
定
見
の
覆
い
篤
め
屡
々
出
所
進
退
を
誤
っ
て
ゐ
る
｡
教
育
を
運
命
に
頼

ら
れ
て
晩
年
悲
惨
在
る
死
を
遂
げ
る
に
至
る
と
こ
ろ
､
重
荷
家
的
天
オ
肌
と
併
せ
て
､
客
観
的
に
は
興
趣
あ
る

人
物
｡

見
蔓
を
前
に
し
て
は
名
人
だ
が
､
肩
衣
を
脱
ぐ
と
殆
ど
常
識
が
疑
は
れ
る
ほ
ど
､

一
向
静
に
な
ら
を
い
､

Ĵ

の
と
こ

ろ
三
代
越
路
と
似
て
ゐ
る
｡
噂
好
は
あ
-
さ
-

･
に
も
見
え

ぬ
が
､
句
作
も
や
れ
ば
生
花
の
心
得
も
あ
る
､

大

路
も
う
を
る
が
い
づ
れ
も
大
序
語
-
と
い
ふ
と
^J

ろ
｡

隅太

得
意
物
は

『
合
邦
』
『
志
涯
等
』

『
日
向
鴫
』
『
香
坂
』

夫

『
堀
川
』

『
尼
ケ
崎
』

『
野
崎
村
』

『
伊
賀
越

岡
崎
』

『
熊
谷
陣
屋
』

『
息
九
』

歌
舞
伎
か
ぶ
れ
は
大
毒
だ
､
と
け
ふ
見
地
か
ら
芝
居

を
見
る

)̂
と
を
大
禁
物
と
し
て
ゐ
た
夜
ど､



三
代

越
路
太
夫

堺
の
八
百
屋

(
八
百
久
)

に
生
る
｡
八
九
歳
の
頃
か
ら
､
や
か
ま
し
屋
の
幽
七
に
つ
い
て
猛
烈
を
持
古
を
し

た
｡
後
に
曹

大
操
の
秘
蔵
弟
子
と
し
て
愛
育
さ
れ
､
文
楽
出
勤
以
爽
漸
次
精
進
し
て
､
後
年
大
検
の
後
を
襲

2&2

う
て
櫓
下
と
在
る
｡
大
正
十
三
年
三
月
悪
病
の
た
め
毅
｡

(六
十
歳
)

壇

奔
放
を
性
格
で
､
師
の
勘

常
を
受
壮
た
'1Jと
､
三
十

路

幾
禍
と
い
ふ
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
､
大
検
の
品
格
に
次
第

太

ヽ
ヽ

ヽ

犬

に
柔
化
さ
れ
た
傾
向
が
あ
っ
た
.
越



の
鮭
味
へ
掻
津
の
艶
を
加
味
し
､
極
め
て
健
賓
夜
語
-
風
で
1
家
を
成
し
､
稀
薄
吸
後
の
文
楽
を
背
負
っ
て
立

っ
た
｡

得
意
物
は
､

『
合
邦
』

『
太
十
』

『
酒
屋
』

『
二
十
四
孝
勘
助
内
』

『
寺
子
屋
』

『
和
臼
合
戦
市
若
切
腹
』

『
布
引
鳥
羽
離
宮
』

『
長
局
』

『
紙
梅
内
』
『
熊
谷
陣
屋
』
｡
修
行
時
代
の
烈
し
い
稽
古
は
､
前
述
の
通
り
彼
れ

の
顔
に
師
匠
鞠
七
に
榛
で
掛
ら
れ
た
音
痴
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
.

こ
の
他
､
以
上
五
名
匠
に
qJ
敵
す
る
人
に
､
初
代
豊
竹
呂
太
夫
､
五
代
竹
本
組
太
夫
が
あ
る
｡
呂
太
夫
は
､

呂
篤
と
名
乗
っ
た
素
人
の
出
身
､
明
海
七
年
頃
か
ら
舞
墓
の
人
と
在
る
.
は
ら
は
ら
薬
を
賓
つ
て
居
た
の
で
通

稀

『
は
ら
は
ら
屋
』
と
呼
ば
れ
た
.
大
昔
独
尊
で
大
物
を
語
っ
た
翰
童
の
太
い
蛮
風
で
名
を
揚
げ
た
O

『
信
仰

記
是
賛
屋
』

『
逆
相
』

『
熊
谷
陣
屋
』

『
志
渡
寺
』
,
『
竹
中
砦
』

『
叉
助
住
家
』
を
ど
を
得
意
と
し
た
｡
明
治

E
I十
年
六
十
五
歳
で
及
､
大
阪
天
満
の
産
｡

組
太
夫
は
京
都
生
れ
､
明
治
八
年
文
楽
座
へ
出
る
｡
後
各
座

へ
韓
々
し
て
､
十
七
年
稲
荷
彦
六
座
に
入
る
｡

柳
適
､
大
隅
と
並
ん
で
の
重
鋲
､
キ
ビ
キ
ビ
ガ
ツ
チ
-
し
た
語
-
風
で
著
名
0
線
賓
の
豆
腐
屋
で
あ
っ
た
頃
､

ト

ー
7
-
-

1
7
-
と
呼
ぶ
東
壁
が
欧
に
太
夫
馨
に
在
っ
て
ゐ
た
と
い
ふ
｡
太
い
底
力
の
あ
る
真
壁
｡
呂
太
夫

が
大
海
の
ヤ
-
を
把
洋
と
し
た
大
雪
と
す
れ
ば
､
組
は
山
鳴
-
の
襲
ふ
や
-
在
社
調
､
内
面
的
に
は
呂
以
上
だ

V.+



っ
た
か
も
知
れ
ぬ
｡
得
意
物
は

『
伊
賀
越
岡
崎
』

『
二
代
鑑
』

『
阿
漕
』

『
熊
谷
陣
屋
』

『
二
代
鑑
』

『
太
十
』

『
御
所
樺
』
を
ど
o

後
年
に
在
っ
て
､
文
楽
で
は
九
代
染
太
夫
､
三
代
南
部
太
夫
､
初
代
七
五
三
太
夫
､
四
代
浄
太
夫
｡
稲
荷
座

で
は
五
代
住
太
夫
､
新
教
太
夫
､
二
代
春
子
太
夫
､
伊
達
太
夫

(後
の
土
佐
)が
あ
-
､
源
太
夫
'
つ
ば
め
太
夫

(今
の
古
敏
)
を
ど
が
介
奄
し
た
.

三
味
線
で
は
三
代
豊
津
鞠
平
､
絵
太
郎
､
重
造
､
絃
阿
輔
､
龍
助
､
友
治
郎
､
膏
兵
衛
､
友
松

(今
の
道
八
)､

新
左
衛
門
等
々
｡
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